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§１．研究実施体制  

 

（１）「総合解析」グループ 

① 研究代表者：永田 俊 （東京大学大気海洋研究所 教授） 

② 研究項目 

・加速器質量分析技術を用いた海洋生態系・物質動態の総合解析 

 

（2）「単離・精製技術開発」グループ 

① 主たる共同研究者：大河内 直彦 （海洋研究開発機構生物地球化学研究分野 分野長） 

② 研究項目 

・海洋生態系・物質動態解析に資する各種化合物の単離・精製法の開発・改良 

 

（3）「同位体分析技術開発」グループ 

① 主たる共同研究者：松崎 浩之 （東京大学総合研究博物館 教授） 

② 研究項目 

・海洋生態系・物質動態解析に資する加速器質量分析技術の開発と改良 

・海洋におけるヨウ素同位体の分布・動態の解析 
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§２．研究実施の概要  

 

[研究のねらいと戦略]  本研究では、極微量長半減期同位体である炭素１４とヨウ素１２９を用いる

ことで、海洋生物の行動や生育の履歴、また、食物網を通しての物質循環動態を解析するための

新たな手法を開発する。さらに、これを、アミノ酸別窒素安定同位体比分析法等の各種安定同位

体手法と組み合わせて総合的に現場海域に適用する。以上を通して、海洋生態系の空間軸や時

間軸を解析するための革新的な技術を創出することを目的とする。以上の目的を達成するために

は、同位体分析に供する様々な試料の前処理方法の検討、海洋生物に含まれる各種バイオマー

カーの単離・精製手法の検討、同位体比の分析精度や検出感度の向上、また、加速器質量分析

装置の運用体制の確立とその効率化、といった、技術的な課題を克服する必要がある。そのため、

本プロジェクトの前半期においては、極微量同位体の分析技術の開発と改良を進め、後半期にお

いて、実証試験を重点的に進める。 

 

[平成 29年度の進捗状況] 各種海洋生物試料に含まれる炭素１４とヨウ素１２９の分析手法の改良

を進めるとともに、本クレストで新たに開発された分析技術を用いて、海洋生物の回遊履歴や食生

態を解析するための新手法の検討を進めた。具体的には以下の研究を進めた。 

（１） 水産資源変動に精通した研究者との連携のもとに、マイワシの臓器別の炭素１４測定を実

施し、マイワシ回遊履歴の解析手法の改良を進めた。また、臓器別の炭素回転時間を推

定するための基礎データを得るために、マイワシの飼育実験を行った。 

（２） サケの脊椎骨の炭素１４同位体比の測定を進め、個体ごとの広域回遊履歴を推定するた

めの方法論の開発を進めた。 

（３） サケの卵と筋肉の炭素１４同位体比の違いから、サケの繁殖戦略を推定する方法論の開

発を進めた。 

（４） クレストの複数チームの協力のもとに、大槌湾における総合的なサケの生態学的調査を実

施した。具体的には、①天然稚魚と放流稚魚を炭素１４同位体比から判別する手法の検

討、②環境ＤＮＡを用いた湾内での稚魚の分布調査、③新型ロガーを用いた回帰親魚の

湾内での行動の調査、を実施した。 

（５） 三陸沖で得られた海水試料を用い、海水中の溶存無機炭素の炭素１４同位体比の時空

間変動の特性についての解析を進めた。 

（６） アミノ酸別同位体比の測定法の改良を進めるとともに、栄養段階推定法について国際的

なコンセンサスを取り、それらの成果を国際的な共著者とともに、総説として発表した(1)。 

（７） 三陸沖の底魚類から単離・精製された各種アミノ酸の放射性炭素を測定した結果、メチオ

ニンとフェニルアラニンが表層海水の溶存二酸化炭素に比べ有意に低い（古い年代を示

す）ことを明らかにした。 

（８） 北海道のクジラなど、多地域の海洋生物のヨウ素同位体比の測定を進めると同時に、海水

中のヨウ素の化学形（I-と IO3-）ごとの同位体比を測定する技術を確立し、北西太平洋の

海水に適用した。その結果をもとに、海水中のヨウ素を生物が取り込む過程を考察した。  
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